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論文の内容一の要旨

　f1uazifophty1（bu蚊1（R，∫）2一（4（5－t湖uoromethy12Wridy1oxy）phenoxy）propionate）は代表的なアリールオキシ

フェノキシプロピオン酸（AOPP）系除草剤であり，ワタ，テンサイ，ダイズなど多くの広葉作物栽培におけるイ

ネ科雑草防除に利用されている。一般に広葉植物はAOPP系除草剤に耐性であるが，キク科の雑草ん伽肋o吹舳舳

桃〃舳は，iuazifop拙ty1で枯殺されるという圃場レベルでの観察があった。しかし，趾azifop七岬1のλ．桃〃舳

に対する作用機構に関する研究はなく，また，趾azifophty1および他のAOPP系除草剤のイネ科植物における殺

草作用機構も，いまだ完全には明らかになっていない。本研究は，趾azifop拙ty1に感受性であるイネ科のエンバ

クとキク科雑草のA肋ψ6舳を用いて，これらに対する且uazifop拙ty1の作用機構を解明することを目的とした。

　生物試験において，且uazifop七卿1およびAOPP系除草剤と同様な作用特性を示すシクロヘキサンジオン系除草

剤のsethoxydimに対して，イネ科植物（エンバクとトウモロコシ）は感受性を，また広葉植物（エンドウとダイ

コン）は耐性を示すことが確認されたが，広葉植物であるキク科のんα励o切θ舳舳属は，供試された6種類の

AOPP系除草剤およびsethoxydimの中で，趾砒ifop七uty1に対してのみ特異的に感受性を示すことが明らかになっ

た。また，エンバクおよびλ．桃〃舳に対するEuazifop七崎1の作用特性に関する研究から，作用部位は共に両

植物の分裂組織に存在すること，活性本体は共に（尺）体であること，および膜の破裂を引き起こすことという

三つの共通点が得られた。しかし，可視症状とその発現する時間および枯死に至るまでに必要な時間が両植物間

で大きく異なること，電解質漏出が起こり始めるまでの時問および漏出の程度に違いがあること，エチレンの誘

導がA．桃〃舳のみにおいて見られること，および脂質生合成抑制の程度に顕著な違いがあることから，両植物

において舳azifop拙ty1の作用機構は異なることが示唆された。エンバクの場合は耐性のエンドウと比べ，脂肪酸

生合成のキー酵素であるアセチルーCoAカルボキシラーゼ（ACCase）の感受性が非常に大きいこと，および脂質

生合成がより顕著に抑制されたことから，iuazifop七晦1によって，葉緑体に存在する真核型ACCase活性が阻害

されることにより脂肪酸生合成が抑制され，膜の生合成に必要な脂質の供給が停止して膜の完全性が失われるこ

とにより，枯死に至るものと考えられた。一方，これまで多くの研究者によって議論されてきたアンチオーキシ

ン作用はエンバクにおける且uazifop七吋1の第一次的な作用である可能性は低く，二次的な作用であると考えられ

た。一方，五．桃〃舳の場合はACCase阻害以外の作用を速やかに発現することにより，Euazifop七晦1の殺草作
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用がもたらされるものと考えられた。

　趾azifop拙ty1によるエチレン誘導および生育抑制は，水溶性の抗酸化物質処理では影響を受けなかったが，脂

溶性抗酸化物質のvitaminEとethoxyquinで顕著に軽減されたこと，およびエチレン生合成の律速酵素であるアミ

ノシクロプロパンカルボン酸シンダーゼ阻害剤のAVGがエチレン生合成を完全に抑制したのに対し，生育抑制は

わずかにしか回復させなかったことなどから考察すると，舳azifop七岬1の作用により，活性酸素やフリーラジカ

ルが誘導され，膜脂質の過酸化が起り，膜の構造が破壊されて，枯死がもたらされるものと考えられた。このこ

とから，活性酸素が起こす障害によりエチレン生合成系が活性化され，大量のエチレンが誘発されるが，エチレ

ン生合成系の促進は殺草作用に直接係わるわけではない可能性が推察された。λ．〃∫μ∂舳における作用は，

iuazifop七utyユだけに特異的に見られるものであり，趾犯ifop七uty1のみがどのようなメカニズムで，λ．桃〃舳に

活性酸素種を発生させるのか明らかにすることが次の課題として指摘される。

審査の結果の要旨

　本研究は，広葉作物の栽培においてイネ科雑草を防除する目的で使用されている除草剤趾azifop七uけ1に対して，

広葉の雑草λ．桃〃舳が特異的に感受性を示すことを明らかにし，λ．桃〃舳がiuazifop七吻1によってイネ科

植物よりも短時間で枯殺されるメカニズムについて，イネ科植物に対する作用機構と比較しながら詳細に解析し

たものである。これにより，iuazifop拙ty1がイネ科植物を枯殺するのはすでに解明されている葉緑体ACCaseの

阻害に起因するが，λ．桃〃舳が枯殺されるのは短時間内に細胞内で活性酸素が発生することが原因であること

が強く示唆されるに至った。またλ．〃吻∂㈱は，化学構造が類似で同様の作用性を示す除草剤の中で，iuazifop－

buサ1のみに感受性であるという性質を有することも明らかにし，今後における新しい研究展開の糸口を見い出し

ている。

　本研究により，抵抗性とされてきた広葉植物の申にも旦uazifop七吋1に非常に弱い種が存在し，その枯殺作用に

はこれまで知られていなかった作用機構が係っていることが見い出された。このことから，趾azifop七uty1が持つ

第一次作用点や選択作用機構は必ずしも！つではなく，植物の機能に応じて，複数の作用機構を有することが明

らかになり，除草剤に対する植物の応答の多様性，すなわち除草剤とそれを受け取る植物の種類による応答の違

いとその要因の一端が明らかとなった。これらの結果は今後における種に特異的な作用を持つ除草剤の開発や，現

有剤の有効利用に役立つ基礎的な知見となるものと考えられ，成果の役割は大きいと判断する。

　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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